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5. 脊椎カリエスに対する観血的治療症例に対す
る2，3の者察に就て
。金坂圭章，志村公男
(下志津病院整形外科〉
当療養所lと於て，手術を施行せる脊椎カリエス 11
症例K就ての検討を加えた。
その内，脊椎後方固定術をせるもの 9例，椎弓切
除術 1例，経腹膜的病巣掻腿後骨移植をせるもの 1 
例である。
後方固定例の内には， Staple固定例，及び腔骨，
腸骨，肋骨等を使用せる例があるが，之等の経過を 
観察するに，只単に Stapleで固定せる例は，病巣
部民与える影響が著明でなく，骨使用例に於ては， 
それに比し改善が可成り認められる。 
叉，経腹膜的病巣侵襲例l乙於ては，術後の経過は
良好であり，レ線的，臨床的民改善が著明記認めら
れ，他療法lζ比し優れた方法と云える。
此等，諸種々の方法lと関し，考察を加えいささか
の知見を得たので報告する。 
6. 最近 7年内における入所前化学療法の検討
一一特に再発悪化例について一一一
野際英雄(国立療養所千城園〉 
最近抗結核剤の発達及び使用期間の延長などによ
って，肺結核患者の外来治療は増加し，この是非も
論議されるようになった。演者等は国立療養所千城
園において，昭和 27年より最近7年間の入所患者
477例の入所前化療状況を調査し，既化療者は昭和
30年 (76%)が最高率を示し，昭和 33年 (54%)
は減少傾向を示す乙とを知った。また，再発悪化入
所群 (20%)，継続化療入所群 (47%)，無化療入
所群 (33%)に分類し，化療方法，期聞について検
討した。更にこのうち遠隔調査をなし得た 303例に
つき，特に再発悪化入所群(外来治療不成功例)の 
背景となる諸条件，及び入所後の治療，予後lとつい
て調査し，外来治療の選択は病型，拡がりのみなら 
ず，患者の精神状態，周囲の環境をも考慮して施行 
されるべきことを強調したい。
7. 肺結核に対する初回 PAS，INAH併用療法
の経験'
加藤繁夫(松箱荘) 
初回治療の肺結核患者 31例に INAH1日0.3g，
PAS 1日10gを連日投与し 6ヵ月後に於ける治療
効果を検討した。
調査対象は比較的軽症で浸潤乾酪型が最も多く線
維乾酪型結核腫の者も若干あった。空洞を有したの
は4例であった。 
6カ月後の胸部レ線像では著明改善 3，中等度改
善 51，軽度改善9で大部分のものに有効で空洞 4例
は全例消失した。不変例は 4あり，悪化例は 1例も
なかった。
INAH・PAS併用療法と SM・PAS・INAHの
三者併用及びSM・PAS併用療法と比較検討した
が， 3カ月目では三者併用が最も好転率がよく
INAH・PASはやや劣ったが 6カ月目では略々同
様の成績を得た。
INAH・PAS群は三者併用よりはや〉劣るが
SM・PAS群よりは良い成績を得た。
8. 結核対策の基本的問題について
岡田藤助(国立千葉療養所)
結核対策が種々の程度で現在行われている。しか
し現状では未だ不充分な点が多l'。私はその重点に
ついて次の 5項目を挙げた。第 1は良く管理された
集団でも年々 0.1%の新発生がある。第 2 K'[茨復者
者からの再発も年々 1~昔前後認められる。第 3K重
症患者の公衆衛生学的措置が充分でない。第41ζ結
核患者家族の取扱いが明確でない。第 51C:.自然陽転
者の対策が明らかにされていなし、。私は各方面の協
力者と共に昭和 29年以来これらの諸問題の解決に
努力をして来ている。今回これらの研究結果を文献 
と比較しながら述べる。 
9. 産婦人科領域に於ける心電図
一一子宮筋腫と頚癌一一
御園生雄三， o鈴木正剛
筋腫及び癌腫患者に於て，或は急に麻酔死を起
し，或は急、に術後心衰弱l乙陥り死の転機をとる事等
あるので，その心機能を心電図の面より検討した。
1. 心電図正常者は，筋腫K於ては 42例中 21例
(50.0%)，頚癌に於ては 163例中 59例 (36.2%)で
あり，夫々に特有な変化は見られない。 
2. 心電図異常所見者発生頻度は，年令，貧血，
血圧，等にも影響を受けるが，最も関係深いのは，
筋腫l乙於てはその大いき，頚癌に於てはその進行度
である。と云う事は，所謂，筋腫毒，癌腫毒の存在
を，或る程度裏付けるものと云えよう。 
